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　右の写真は25周年記念式典の日、宮城野高校上空にかかっていた虹です。
この３年間は新型コロナウイルス感染症で同窓会の活動が思うようにできません
でしたが、ようやく明るい兆しが見え始めました。
 「同窓会は卒業生と宮城野をつなぐ存在」そんな思いで、宮城野と皆様の架け橋
となれるよう活動しています。多くの同窓生にこの会報を通じて宮城野を感じて
いただけると幸いです。そして今年は文化祭や総会で多くの同窓生の皆様とお会
いできることを楽しみにしています！

(10回生　大泉卓也)

■住所変更等の連絡のお願い
同窓会からの刊行物を送付するため、住所変更の際は総会案内ハガキやWebサイトから、または直接事務局
へ電話等でご連絡いただきますようお願いします。

■総会開催状況、予算・決算等については、宮城野高等学校同窓会公式HPからご
覧ください。

宮城野高校TOPICS
総合学科の募集停止
　2022 年度入試から総合学科の募集
が停止され、普通科が 1 クラス増え
ました。

大学入試合格者情報
　大学入試合格者数の情報等は、宮城
野高等学校公式ＨＰからご覧ください。

同窓会では一緒に活動してくださ
る方を募集しています。ご関心の
ある方は同窓会事務局までご連絡
ください。

役　職 氏　名（回生）

執

行

部

会　長 上野　岳（10）
副会長 柴田　康博（1）　笹川　直子（1）
議　長 吉田　瑞生（18）
副議長 吉田　友香（1）　 鎌田　航平（18）
会　計 西海　奏（1） 　堀込　洋子（7）

会計監査 柴田　久美子（2）　 大泉 卓也（10）
総会開催班 大泉　卓也（10） 　宮下 陽菜（12）

会報班 佐藤　詔太（10）　加藤　健太（19）　村尾　雄斗（19）
阿部　琢哉（６）

在校生支援班 吉田　瑞生（18）　齋藤　愛果（22）　萩原　珠衣（22）
卒業生支援班 竹内　大空（16）　相澤　梨沙（17）
同窓会企画班 上野　岳（10）  新入会生（持ち回り制 今年度は 26 回生）

WEB 班 庄司　諒（10）
参　与 佐藤　誠（現校長）

宮城野高校事務局 大場　勝（総務部長） 佐竹　明浩（総務部）
西岡　省吾（総務部） 南雲亜希子（事務室長）

同窓会役員・執行部

卒業生数（1 回生～26 回生）
学　科 人　数

美 術 科 999

普 通 科 4,076

総合学科 2,032

（令和 5 年 3 月現在）
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会長挨拶
第４代会長　上野　岳（10回生）

　同窓生の皆様、会長の上野です。長きにわたる新型感染症の影響も徐々に小さくなってきており、全く
同じとは言わないまでも少しずつ以前の生活に戻りつつあるのかなと感じております。
　さて、同窓会も近年は少なからず影響を受け、活動を大幅に縮小し同窓生の皆様にご心配をおかけした
面もあったかと存じます。今年度からは我々同窓会もできるところから、一歩ずつ活動を再開していき、
会員相互の親睦と宮城野高校の発展という目的を果たすべく活動を展開していきたいと考えております。ぜひ本誌を見て活動に興
味を持っていただけたり、手伝ってみようかなと感じていただけましたらご連絡をいただけると嬉しいです 。
　卒業生は 2022 年度で 7000 人を超え、多くの同窓生たちがあらゆる分野で活躍されています。今後も在校生・卒業生の皆様が
宮城野高校で学んできたことを活かし、社会の中でより一層輝くことを祈念いたしまして挨拶とさせていただきます。
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記念講演	｢幸せの企画術｣
小山薫堂氏による記念講演では、世の中に新たな価値を生む企画の立
て方や発想のヒントについて、お話をいただきました。

【講演概要】
人は知らず知らずのうちに最良の人生を選択しながら生きている。
目先の失敗も悲しくない。悪いことがあったら自分に言い聞かせて生きている。
喜び、悩み、悲しみがあるかもしれないが全部正解。
悲観することはない。
究極の企画とは
「自分の人生を幸せにすること。そのために何をするのか？  今はワクワクすることを
探しながら生きよう！  若さこそが最高の財産である。BE WAKUWAKU！」

タイルアート	『25年目のグラジオラス』
タイトルは｢本校学校要覧表紙にも掲載されている『グラジオラス・静物』のよ
うに、宮城野高校の生徒一人一人が個性を発揮し、それが全体として調和し
さらに美しく様子を、タイルアートで表現しようとするもの。｣として名づけ
られました。現在も校舎中庭に設置されています。

美術科卒業生作品展	｢25年目のsouzoU｣
2020年11月10日～15日、仙台市宮城野区文化センターで、現役で活躍
されている卒業生の輝かしい作品が展示されました。在校生の卒業制作展
と併せて開催され、卒業生と在校生の絆を感じる作品展となりました。

　宮城野高等学校が創立25周年を迎え、令和2年度には創立25周年記念行事が執り行われました 。
　｢大庭にまこう『sowzoU』の種 ～未来に輝く宮城野の花～｣をテーマに宮城野高校のさらなる充実・発展を願い、各種事
業を行いました。25周年記念事業実行委員会には会長及び役員が実行委員として参加し、本会から周年記念事業助成金とし
て1,170,508円を出資しました。
　25周年記念事業のロゴ(表紙中央)は25回生美術科の佐々木成美さんが作成しました。

周年記念事業の一覧
● 1～3年次生徒用ロッカー更新
● 中庭整備事業「25年目のグラジオラス」
● 記念植樹
● 記念誌「野を讃ふⅡ」刊行
● 美術科卒業生作品展
● 記念講演「幸せの企画術」

記念植樹
　二種類の桜の木と広葉樹｢ジューンベリー｣を、正門左手と保
健室裏に植樹しました。
　桜の種類は、｢オカメ桜｣と｢陽光桜｣。｢オカメ桜｣は花の期間
が比較的長いこと、｢陽光桜｣は色が濃く、白い校舎に映えるこ
と、ジューンベリーは桜の花に似たかわいい白い花を咲かせ、
赤い実をつけ、紅葉もきれいな、1年を通して楽しめる樹木であ
ることから選定されました。

植樹した在校生代表　鎌田みなさん(写真中央)の挨拶(抜粋)
　｢将来、母校の校舎に映える満開の桜の花を見に訪れたい、そんな未来の時間を想像してしまいました。
これからも桜の木々と共に｢華やかで、クリエイティブな宮城野高校｣であってほしいと願い、また、後輩達も｢思い｣を
持ち続けられるよう、しっかり引き継いで行きたいと思います。｣

宮城野高等学校25周年記念事業
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同窓会企画班 上野　岳（10）  新入会生（持ち回り制 今年度は 26 回生）

WEB 班 庄司　諒（10）
参　与 佐藤　誠（現校長）

宮城野高校事務局 大場　勝（総務部長） 佐竹　明浩（総務部）
西岡　省吾（総務部） 南雲亜希子（事務室長）

同窓会役員・執行部

卒業生数（1 回生～26 回生）
学　科 人　数

美 術 科 999

普 通 科 4,076

総合学科 2,032

（令和 5 年 3 月現在）
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